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先天性心疾患の子どもを助けたい:心臓シミュレータ“ped UT-Heart”の開発

• 東京大学が開発した、患者心臓をin silicoで忠実に再現できる世界最高峰のマルチスケール・マルチフィジックス心臓シミュレータ
“UT-Heart”を基盤に、小児先天性心疾患に特化した“ped UT-Heart”を開発。

• コンピュータ上に再現された患者の心臓モデルを用い、様々な治療オプションをin silicoで試した上で、外科医に最適な治療方針（術式）
を提案することが可能に（Digital Twin技術）。

• 2022年に前向き特定臨床試験を終え(AMED R2~4年度)、有用性を確認。2024年に治験を実施し(AMED R5~7年度)、薬事承認を目指す。
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• 先天性心疾患小児では心臓が極めて小さく、立体構造が複雑で、疾患の種類と個人差が大きい。
• 外科手術の成功には、①心臓の立体構造の把握と、②術後の血行動態の予測が不可欠。
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